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研究成果の概要（和文）：　日本では、放棄された竹林の拡大が深刻な問題となっていまする。竹林のさらなる
拡大を抑制するために、竹材の新たな利用法が模索されています。 本研究では、園芸植物の栽培において竹材
を培養土として利用できるか検討しました。20種類の花卉の種子を園芸培養土あるいは竹粉に播いたところ、す
べての花卉でその発芽率は土壌の種類の影響を受けませんでした。竹粉で栽培したフレンチマリーゴールド、パ
ンジーおよびイチゴの植物体の成長は、園芸培養土で栽培した個体よりも劣る傾向を示しましたが、竹粉に堆肥
を加えることで改良されました。 これらの結果は、竹材を園芸培養土として利用できることを示しています。 

研究成果の概要（英文）：     As the spreading of abandoned bamboo forests is becoming a serious 
problem in Japan, new possible uses for bamboo biomass are being sought toward controlling their 
further spread. In the present study, we investigated the potential of bamboo powder substrates in 
horticultural plants’ cultivation. Twenty varieties of ornamental flowering species were sown 
either in a conventional potting substrate or bamboo powder substrates. After 30 days, the 
cumulative germination rate of each variety was not affected by the type of substrate the plants 
were grown in. Although the overall plant growth of French marigold, pansy, and strawberry showed a 
tendency of being inferior in the bamboo powder substrates compared with the conventional potting 
substrate, it was improved by the addition of compost.  These results indicate that bamboo substrate
 has great potential to be employed both as a growing substrate for various garden plants.

研究分野： 園芸学

キーワード： 竹粉　培養土　肥料　園芸植物

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　近年、管理放棄された竹林が多くなり、全国の竹林面積は年々増加しています。放置竹林の拡大は、地域景観
の劣化、生物多様性の悪化、野生動物による農産物の被害や土砂災害などをもたらしていると言われています。
放置竹林の拡大を抑制するためには、竹材を消費する新たな用途を考案する必要があると思われます。そこで、
我々は竹粉だけの培養土で園芸植物を栽培することができることみいだしました。このような研究は国内外でも
他にみあたりません。家庭の一般廃棄物として処分可能な竹粉培養土が実用化できれば、竹材に新たな需要が生
じ、管理放棄される竹林面積の拡大を抑制できると考えています。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
古来より我が国では竹が日常生活に欠かせない生活用品や食材として利用されてきたが、戦

後の生活水準の向上やライフスタイルの西洋化に伴い、日常生活で利用される竹製品は種類・数
量ともに大きく減少した。そのため管理放棄された竹林が多くなり、全国の竹林面積は 1974 年
には 14.8 万 ha であったものが、2007 年には 15.9 万 ha、2012 年には 16.1 万 ha と年々増加
している（林野庁，2007；林野庁，2012）。放置竹林の拡大は、地域景観の劣化、生物多様性の
悪化、野生動物による農産物の被害や土砂災害などをもたらしていると言われている。放置竹林
の拡大を抑制するためには、竹材を消費する新たな用途を考案する必要があると思われる。 
ピートモスは泥炭を脱水・粉砕・選別したものであり、園芸生産において培養土や土壌改良材

として広く使われている。平成 28 年に農業用に国内で生産された泥炭は 24,763 トン、輸入さ
れた泥炭は 22,733 トンに及ぶ（農林水産省，2017）。その採掘場である泥炭地は世界 6 大陸に
分布し、地球上の湿地面積のおよそ半分を占めており極めて重要な区分である（常田ら，2006）。
2002 年のラムサ ール条約第 8 回締約国会議では「泥炭地に関する地球的行動に関するガイド
ライン」が決議された。その中で①地球の生物多様性の維持、②世界の気候系に不可欠な水と炭
素の貯蔵の 2 点が泥炭地の持つ機能として強調され、泥炭地の賢明な利用と持続可能な開発お
よび保全が奨励された。申請者は竹林の侵略的拡大の問題と泥炭地保全の必要性から、ピートモ
スの代わりに竹材を粉砕した竹パウダーを培養土として利用することに思い至った。毎年大量
に消費されるピートモスの代替として竹パウダーが利用可能となれば、竹林拡大の抑制と泥炭
地の保全が両立できるのではないかと考えている。 
近年、花きの作付面積および出荷量はともに減少し続けている（農林水産省，2017）。平成 19

年と平成 28 年の出荷量を比較すると、この 10 年で切り花類、鉢もの類および花壇用苗もの類
はおよそ 20%減少し、球根類は 40%以上も減少している。このような状況で花きの消費量を増
加させるためには、これまでにない新たな価値を商品に付与する必要があると思われる。東海農
政局（2012）は、観賞後の鉢ものの培養土を容易に処分できないことが鉢ものの消費を抑制して
いる要因の一つであると報告している。鉢ものの培養土を可燃ごみとして処分できない自治体
が多く、培養土を可燃ごみと偽って処分したり、公園や河原に不法投棄したりする人もみうけら
れる。本研究で供試する竹パウダー培養土は可燃ごみとして処分できる。この付加価値があれば
竹パウダー培養土を利用した鉢ものも消費者に受け入れられる可能性があると思われる。 

 
２．研究の目的 
 本研究では、ピートモスの代替培養土として竹材を活用することを目的に、家庭の可燃ごみと
して処分できることを付加価値とした竹パウダー培養土で鉢ものを栽培する方法を確立する。 
 
３．研究の方法 
（１）園芸植物の鉢栽培における竹材利用の可能性 
 20品目の花卉の種子10粒を市販の竹粉あるいはプロミックスを充填した3号ポリポットに播
いた． 
 プロミックスを充填した 200 穴セルトレイにキンセンカ（C. officinalis）‘オレンジスター’，
‘ゴールドスター’および‘芯黒’を播種した．下記の配合土を充填した 3 号ポリポットにセル
苗を定植した．（1）赤玉土と pH 調整済みピートモスを 7：3で配合した土，（2）赤玉土と竹粉を
7：3 で配合した土，および（3）竹粉の 3 種類を実験に供試した．配合土 1liter あたり緩効性
化成肥料（14：11：13）および熔成リン肥をそれぞれ 3g および 1g 施与した．定植直後，2 週間
後および 4週間後に主茎の長さ，主茎の直径，主茎の葉数および葉身の SPAD を調査した．SPAD
は葉緑素計で測定した．定植 4週間後に株の地上部および地下部の新鮮重を測定した．これらを
80℃で 3 日間乾燥させ，地上部および地下部の乾物重を測定した． 
 イチゴ（Fragaria × ananassa）‘さがほのか’の苗を次の 4 種類の配合土を充填した 5 号底
面給水鉢に定植した．（1）ピートモスとバーミキュライトを 2：1 で配合した土（慣行配合土），
（2）竹粉，（3）竹粉と竹チップを 1：1 で配合した土，ならびに（4）竹粉，竹チップおよびバ
ーク堆肥を 1：2：1 で配合した土の 4 種類を実験に供試した．なお，これらの配合土には，竹
粉，バーク堆肥あるいはピートモス1literあたり苦土石灰を5gおよびリン酸石灰を5g添加し，
配合土 1liter あたり緩効性化成肥料（14：11：13）を 12g 施与した．イチゴ株を定植した底面
給水株をバットに静置して，適時バットに水道水を供給した．最低気温を 7℃に維持したビニー
ルハウス内で管理した．定植 8 週間後，10 週間後，12 週間後，14 週間後，16 週間後および 18
週間後に第 3 葉の葉柄の長さおよび直径，最上位展開葉葉身の長さ，幅および SPAD，ならびに
葉数，クラウンの直径を測定した．また，定植 18 週間後までに収穫した果実の重さおよび糖度
を調査した．糖度はポケット糖度計を用いて測定した． 
 
（２）竹粉による土壌リサイクルの可能性とリサイクル土壌の微生物相について 



 

 

 配合土として次の 8 種類を供試した．①新しい用土（プロミックス），②再利用配合土・未消
毒（シクラメン栽培終了後の用土），③再利用配合土・太陽光消毒（黒マルチで 10 日間被覆），
④再利用配合土・ボイラー消毒（100℃の蒸気を 2 時間処理），⑤再利用配合土・発酵竹粉混和
（用土に発酵竹粉を 30%混和），⑥再利用配合土・未発酵竹粉混和（用土に未発酵竹粉を 30%混
和），⑦再利用配合土・発酵竹粉混和+緩効性化成肥料（10-10-10）施与および⑧再利用配合土・
未発酵竹粉混和+緩効性化成肥料施与．フレンチマリーゴールド‘サファリイエロー’を上記の
①～⑥の配合土を充填したバットに播種し，上記の①～⑧の配合土を充填した 3 号ポリポット
に定植した．それぞれの配合土における出芽率および成長について調査した． 
上記の①～⑥の配合土をサンプリングし，微生物相についてアンプリコン解析を実施した． 

 
（３）竹粉混入培養土での花苗生産に適した施肥方法の検討 
 培養土としてプロミックスおよびココピートを充填した 200 穴標準セルトレイにダイアンサ
ス‘F1 テルスタースカーレット’を播種した．緩効性化成肥料を添加した用土を充填した 3 号
ポリポットにセル苗を定植した．用土には，慣行培養土（ピートモス：バーミキュライト：パー
ライト＝6：2：2），竹粉培養土（竹粉：ココピート＝1：1）および竹粉（竹粉 100％）の 3 種類
を用いた．鉢上げしたポットをガラス温室内のベンチ上に静置して毎日一回灌水施肥を行った．
灌水施肥は，水，基準濃度，1/2 濃度および 1/4 濃度の大塚 A処方，ならびに 200 倍，400 倍お
よび 800 倍に希釈したハイポネックスのいずれかで行った．上記の培養土と灌水施肥方法を組
み合わせて次の 12 処理区を設けた．慣行培養土に水で潅水した対照区，竹粉培養土および竹粉
と，水，大塚 A処方基準濃度，同 1/2 濃度および 1/4 濃度とを組み合わせた 8処理区，竹粉培養
土に 200 倍，400 倍および 800 倍希釈のハイポネックスで潅水施肥した 3 処理区の合計 12 処理
区．また，パンジー‘F1 ナチュレ ブルーアンドイエロー’を材料として，慣行培養土，竹粉培
養土および竹粉と水，基準濃度，1/2 濃度および 1/4 濃度の大塚 A 処方とを組み合わせた 12 処
理区を設けた．一処理区あたり 7株について調査し，得られたデータは多重検定を実施した． 
 
４．研究成果 
（１）園芸植物の鉢栽培における竹材利用の可能性 
 アサガオ，サルビアおよびパンジーの 3 品目は竹粉での出芽率が高い傾向があり，反対にスト
ック，ネモフィラ，イングリッシュデージー，カスミソウ，キンセンカ，クルメケイトウ，ジニ
ア，ルコウソウ，ヤグルマソウおよびホウセンカの 10 品目ではプロミックスで出芽率が高い傾
向があった．ただし，播種 30 日後の累積出芽率はすべての品目で配合土の種類間で統計的に有
意差は認められなかった． 
 キンセンカ 3 品種の主茎の長さ，主茎の
直径，主茎の葉数および葉身の SPAD は定
植 4 週間後から配合土の種類によって差
異がみられた．これらの株の成長は赤玉土
とピートモスの配合土で栽培したもので
最も優れており，竹粉で栽培した株の成長
が最も劣る傾向があった．‘オレンジスタ
ー’の地上部の新鮮重および乾物重は，赤
玉土とピートモスの配合土で栽培した株
で最も重く，次いで赤玉土と竹粉の配合
土，竹粉で最も軽く，他の 2 品種も同様
の傾向がみられた．‘オレンジスター’お
よび‘芯黒’の地下部の新鮮重および乾物
重は地上部と同様の傾向がみられたが，
‘ゴールドスター’では赤玉土と竹粉の
配合土で栽培した株の地上部および地下
部が最も重くなった． 
 
 第 3葉の葉柄の直径ならびに最上位展開葉葉身の長さおよび幅は，定植 14週間後までは慣行
配合土で最も大きかったが，定植 18 週間後には配合土の種類による差異はほとんどみられなく
なった．最上位展開葉葉身の SPAD は定植 12 週間後までは配合土の種類による差異はなかった
が，定植 16 週間以降は竹粉でのみ低かった．クラウンの直径は定植 16 週間後までは配合土の種
類による差異はなかったが，定植 18 週間後には慣行配合土で最も大きく，次いで竹粉と竹チッ
プとバーク堆肥の配合土，竹粉と竹チップの配合土であり，竹粉が最も小さかった．葉数は慣行
配合土で最も多かった．慣行配合土，竹粉，竹粉と竹チップの配合土，および竹粉と竹チップと
堆肥の配合土の収量果実数はそれぞれ 24，15，12 および 19 であった．平均果実重および果実糖
度は配合土の種類の影響を受けなかった．以上のように竹材だけの配合土で栽培したイチゴの
成長や収穫果実数は慣行配合土に比べて劣る傾向がみられたが，竹材配合土にバーク堆肥を混
入することによってイチゴの成長や収穫果実数は慣行配合土で栽培したものに近くなった． 
 

Fig. Effect of different potting substrates on the 

weight of Pot Marigold ‘Orange Star’. Values followed 

by the same letter within a column were not 

significantly different at P < 0.05 by Scheffe’s test. 



 

 

（２）竹粉による土壌リサイクルの可能性とリサイクル土壌の微生物相について 
 ①新しい用土および④ボイラー消毒の播種後 7 日後の累積出芽率はそれぞれ 86%および 88%で
あり，全処理区の中で最も高かった．次いで③太陽光消毒，⑤発酵竹粉混和および⑥未発酵竹粉
混和の 73～77％であり，累積出芽率が最低だったのは 49%の未消毒であった．主茎長は①新しい
用土および④ボイラー消毒で最も長く，次いで③太陽光消毒および⑦発酵竹粉混和+施肥で長か
った．葉齢は①新しい用土で最も大きく，次いで④ボイラー消毒，⑦発酵竹粉混和+施肥の順と
なった． 
発酵処理により増加した代表的な微生物は放線細菌門およびプロテオバクテリア門に属する

ものであり，反対に発酵処理により減少した代表的な微生物はフィルミクテス門に属するもの
であった． 

 

 
（３）竹粉混入培養土での花苗生産に適した施肥方法の検討 
 ダイアンサスの草丈，株幅，シュート新鮮重お
よびシュート乾物重は，竹粉培養土に定植し基準
濃度の大塚 A 処方で潅水施肥した株で最も大き
かった．次いで，竹粉+基準濃度の大塚 A 処方，
竹粉培養土および竹粉+1/2 濃度の大塚 A 処方で
株サイズが大きい傾向にあった．反対に株のサイ
ズが小さかったのは，培養土の種類にかかわら
ず，水およびハイポネックスで灌水施肥した処理
区（対照区を除く）であった．最も早く開花した
のは対照区の株であり，次いで竹粉培養土に定植
し大塚 A 処方で灌水施肥した株であった．竹粉培
養土および竹粉に定植し水およびハイポネック
スで灌水施肥した株は調査日までに開花しなか
った．パンジーの株のサイズおよび開花日もダイ
アンサスと同じ傾向がみられた． 
大塚 A処方は植物の成長・開花に必要な栄養分

をすべて含む養液であり，無土壌の水耕栽培でも
利用できる．一方，ハイポネックスは土耕栽培で
の使用を前提としている．これらから，竹粉を花
苗の培養土として利用する際には，水耕栽培で使
用する養液で灌水施肥すると効果的であると考
えられる 
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